
ＩＣＴちょっとやろう会（やろうかい？）
略して「ちょいやる会」

基本的に：自由参加
基本的に：忙しくない週に１回
基本的に：１６：３０～１７：００

（毎回１５分～３０分程度）
基本的に：「習うより慣れろ」

支援員の説明を簡単にして、
とにかく機器に触れる

ICT を活用した教師の授業力向上を目指した３つの支援 

－授業づくりを視野においた ICT 支援員のサポートの在り方－ 

 

阿部知之（箕輪町立箕輪中学校） 

 

概要：タブレット端末をはじめとする ICT 機器の普及に伴い，各自治体で ICT 支援員の配置も進み，

その認知度も高まってきた。一方で，ICT支援員の支援内容が定まっておらず，ICT 支援員によって支

援方法は様々である。本研究では，教師の ICT を活用した授業力向上を目指して「ミニ研修」，「ICT

通信」，「実践の蓄積」を ICT 支援員が中心となって行ってきた。その結果，教師の ICT 活用率が飛躍

的に伸び，ICT 指導力を含めた授業力が向上してきた。 

 

キーワード：ICT 支援員，教員研修，ミニ研修，ICT 通信，実践の蓄積，授業力向上 

 

１ はじめに 

 平成 26 年度に箕輪町の予算で中学校へタブ

レット端末が導入されることが決まり，それに

伴い ICT 支援員も配置された。 

 年度当初は機器環境の整備から始め，少しず

つ授業で ICT機器が使われるようになってきた。 

 多くの教師が機器を使えるようになってくる

と，次第に「機器の使い方」というよりは「ICT

を活用した授業の中身」に教師の意識が向き，

日々の授業づくりを視野に入れた支援が必要で

あることが分かった。 

 そこで，機器の導入から授業での活用という

一連の流れを「機器自体の活用」，「授業での効

果的な活用」，「その後の継続的な活用」の３つ

に区切り，それぞれに対して「ミニ研修」「ICT

通信」「実践の蓄積」という３つの支援を ICT

支援員が中心となって行ってきた。 

 本研究では，具体的な支援の様子とそれによ

る教師の ICTを活用した授業力向上への意識変

化について述べる。そこから，ICT 支援員に求

められるサポートの在り方を考えていく。 

 

２ 研究内容 

（１）ミニ研修会「ICT ちょっとやろう会」 

 まず，「機器自体の活用」であるが，たとえど

のような機器が導入されても，教師が使えるよ

うになれなければ何も始まらない。そのために

は教員の ICT研修が不可欠である。しかし，会

議や部活指導等，中学校の学校現場は忙しい。

長期休業を使って集中的に ICT研修を行っても，

その１回だけで ICT活用の普及を図ることは難

しいと思われる。 

 そこで，本校では会議等がない放課後の短時

間を利用して，「ICTちょっとやろう会」と称し

たミニ研修会を定期的に開くことにした。 

（資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１：「ICT ちょっとやろう会」について 

 また，事前に研修内容が詳しく書かれた月別

の計画表や機器操作の資料を配布することで，

短い研修時間の中で効率良く，授業での活用に

焦点を当てながら進めていった。（資料２，３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料２：月別の計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料３：「ICT ちょっとやろう会」配布資料 

 研修内容は，本校の機器環境や教師のニーズ

等と照らし合わせながら，機器活用が易しいも

のから難しいものへと段階を踏みながら行って

いった。（資料４） 

月 内 容 

６月 
電子黒板を立ち上げる 

電子黒板に文字を書き込む 

７月 

実物投影機で画面に映す 

活動内容を保存する 

保存したものを加工する 

電子黒板で画像比較をする 

８月 
電子黒板に触れる（夏季休業中） 

iPadの基本操作を覚える 

９月 iPadの画面を無線でテレビに映す 

10 月 

個別ドリルソフトに接続する 

個別ドリルソフトを使ってみる  

個別ドリルソフトで資料を活用する 

ドリル問題をテレビに映す 

資料４：平成 26 年度研修内容（一部） 

 

（２）ICT 通信 

 ICT 支援員が授業サポートを行いながら授業

の様子を撮影し，画像等で記録している。そし

て，授業実践の様子を「ICT 通信」として週１

回全職員に配布している。 

ICT 通信によって他の教師の授業実践や機器

の活用方法を知ることや機器活用の普及と継続

性，ICT を活用した授業の質を高めていくこと

を目的としている。（資料５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料５：ICT 通信（一部抜粋） 

 

（３）実践の蓄積 

本校では，教師と ICT 支援員が協力しながら

「実践のまとめ」を作成している。双方負担の

ないように，A4シート１枚のみで，授業内容か

ら始まり，本時のねらい，機器活用のねらい，

簡易指導案，機器活用場面の画像，授業のふり

かえり等について簡潔にまとめている。 

ICT 通信で活用の一場面を切り取った紹介だ

けでは１時間の授業の中のどの場面でどのよう

に活用したかがなかなか見えてこない。 

そこで，１時間の授業の流れの中で，どの機

器が，どのような目的で，どの場面で使われた

のかが一目で分かるような工夫をした。また，

教員が実際に ICT機器を使ってみてどのような

手ごたえがあったのか，どのような課題が残っ

たのかが分かるようにもした。  

実践のまとめは，校内サーバー内に蓄積し，

教員が職員室の職員用パソコンからいつでも閲

覧できるようにした。（資料６） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料６：実践のまとめ 

 

３ 結果 

（１）ICT 機器活用率の向上 

 教師の負担が少なく，気軽に参加できるミニ

研修のシステムは，ICT 活用率の向上を図るよ

い手立てとなった。 

 和やかな雰囲気の中，教師は実際に機器に触

れながら活用場面について話し合うなどの様子

が見られた。（資料７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７：ICT ちょっとやろう会の様子 

 また，継続的なミニ研修会や ICT 通信による

情報共有により，教師は機器自体の使い方と活

用方法が次第に分かってきた。 

 そのことにより，平成 26年度はタブレット端

末導入後に機器の活用率が飛躍的に伸び，その

後も継続的な活用がされている。 

 平成 26年度は，ICT 機器が活用された時数が

1000時間を超え，平成 27 年度は 2000時間を超

えた。実践の蓄積により，年度が変わっても新

しく赴任してきた教師が機器活用のイメージを

持ちやすく，活用がさらに進んだ。（資料８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８：平成 26 年度主な ICT 機器活用状況 

 

（２）機器自体の活用から授業づくりへ 

 日常的に ICT が使われるようになってくると，

教師の意識は「機器の活用」というよりは「ICT

も活用した授業づくり」へと向いてきた。 

 実際に ICT機器を使って授業を行うと，「見通

しの持たせ方が不十分だった」，「教師の説明が

長くて生徒の活動時間を十分に確保できなかっ

た」，「（教師も生徒も機器操作に慣れておらず）

予想以上に時間がかかった」などさまざまな課

題が見えてきた。 

 そこで，ICT を使った授業を行い，その授業

を見直し，改善させていくという良いサイクル

が生まれた。つまり，機器を使った授業を行う

ことで，日頃の授業を見直す良い契機となった。

（資料９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料９：ICT を通して変化した教師の意識 

 



（３）教師からの声 

 これまでの取組を通して本校の教師から以下

のような感想があったので紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ミニ研修会や ICT通信により活用方法が分か

り，授業実践を通して授業力向上を目指す教師

の姿がうかがえる。 

 

４ 考察 

教師が機器の使い方（接続の仕方）とその活

用方法が分かると機器活用が飛躍的に伸びるこ

とが分かった。そして，教師から ICT支援員へ

の相談が次第に機器自体の使い方から授業での

活用方法へと移っていくことが分かった。 

また，継続的に機器が活用されることで活用

方法がより精選され，教師は ICT を活用した授

業力向上へと意識が向き，最終的には授業自体

の質の向上につながることも分かった。 

 このような結果は，ICT 支援員が中心になっ

て行ってきた「ICTちょっとやろう会」や「ICT

通信」，「実践の蓄積」が大きな効果をもたらし

たと考えられる。 

 

５ 結論 

 ICT 支援員が配置されている学校では，ICT

機器を活用した教師の授業力向上のカギは ICT

支援員が握っていると言っても過言ではない。

よって，ICT 支援員は機器自体の知識というよ

りは，各学校の機器環境や実態に照らし合わせ

ながら「授業づくり」を視野に入れた支援が必

要であり，ICT 支援員には今後求められてくる

力になると思われる。 

 

６ 今後の課題 

 職員間で情報共有を図るときにはどうしても

紙による配布が多くなる。ただ，紙のみに頼っ

てしまうと，読まれない可能性も出てきてしま

う。平成 27年度は授業の様子を動画でも記録し

ていった。今後は映像も配信するなど，情報共

有の方法を探っていきたい。 

 また，機器活用は教師間でどうしても差が出

てしまう。機器をなかなか活用しない教師にど

のように働きかけていくかも今後の課題として

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 学年会で自発的に研修を行っている様子 

 

 

 

 

 

 

 

 夏季休業中に職員室で研修を行っている様子 

「ICT ちょっとやろう会」に参加して

機器の使い方が分かり，今では ICT 支

援員に頼らなくても自分で接続して授

業ができるようになった。 

 実習の手順などは，一斉に見せること

で説明の時間を短くすることができた。

また，画像が残るので，繰り返し見せる

ことで個別指導がしやすくなった。 

 資料提示では，何をどの場面で見せれ

ばよいのかを考えるようになった。ICT

機器活用を考えることは，同時に教師の

発問の仕方や板書計画の見直しにつな

がった。 


